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“これから中学生になる純之輔へ”             三 浦 亮 子 

純之輔、小学校卒業おめでとう。 

今年の冬は本当に寒くて雪が多かった。家の前のメダカの池が凍り、壮太朗がその上に立っても割れないほどの分

厚い氷ができたね。純之輔が生まれた年も雪が多くて寒かった。   

あれから 12 年、体の成長を見てみると気が付けばおばあちゃんの身長を抜き、手や足の大きさはお母さんも抜

いてしまった。ソフトのチームに入り、指を骨折したり腕を骨折したり、あっちこっち怪我したりしてそのうち肉

付きも良くなってきてたくましく成長してくれた。 

心の成長は、低学年の頃は自分の気持ちをみんなの前で上手く伝えることができな 

かったけれど、ちゃんと言えるようになった。好奇心も変わらず旺盛で、電車好きに 

拍車がかかって、一人で電車に乗って出かけるようになった。弟の面倒は（外では） 

ちゃんと見ているみたいだし、ピヨちゃんのお世話も毎朝してくれる。 

小学生の間に体も心も驚くほど成長した。4月からは、いよいよ中学生。これまで以 

上に行動範囲も広がって人付き合いも増えて、楽しいこと、悲しいこと、悔しいこと、 

嬉しいこと、いろんな体験をすると思う。その全ての経験がこれからの純之輔を成長させてくれるから。お父さん

とお母さんはいつでも相談にのるよ。そして中学校 3年間も大きく成長してくれる事を祈ってる。 

 

 

 

                                      

 

 

 

“風汰へ”                   米 田 洋 子 

 卒業おめでとう 

 責任感があり、がんばりすぎるせいかすぐに体調を崩し、入院したこともありました。その時は、

運動会の前でもあり、先生方・お友達にたくさん助けてもらいましたね。 

 体が小さく、給食も苦手だったので、大丈夫かとなと心配でしたが、今では私と変わらないぐら

い大きくなり、子どもの成長に驚くばかりです。 

 高学年になると、家の手伝いをしてくれて、私を助けてくれるように 

なりました。 

 いつもありがとう。 

 思いやりがあり、優しい心のある風汰。 

 中学生になっても目標をもって、友達と仲良くがんばってほしいです。 
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